
(57)【要約】
【課題】　環境保護技術の研究、有害因子や有害物質の生物に対する毒性を長期間曝露し
て試験するのに有用な培養系、その維持方法、及び上記培養系を利用して化学的及び／又
は物理的刺激が環境に与える影響を評価する方法を提供すること。
【解決手段】　ミジンコ、イトミミズ、動物プランクトン及び／又は植物プランクトン、
腐朽有機物質及び水を含む培養系、これを 15～ 30℃で、照明下に保持することを特徴とす
る該培養系の維持方法、該培養系に、化学的及び／又は物理的刺激を与え、 15～ 30℃で、
照明下に保持し、所定期間経過後に、ミジンコ及び／又はイトミミズの生息状態を観察し
、該化学的又は物理的刺激が環境に与える影響を評価する方法。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ミ ジ ン コ 、 イ ト ミ ミ ズ 、 動 物 プ ラ ン ク ト ン 及 び ／ 又 は 植 物 プ ラ ン ク ト ン 、 腐 朽 有 機 物 質
及 び 水 を 含 む 培 養 系 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 培 養 系 を 15～ 30℃ で 、 照 明 下 に 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る 培 養 系 の 維 持
方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 培 養 系 に 、 化 学 的 及 び ／ 又 は 物 理 的 刺 激 を 与 え 、 15～ 30℃ で 、 照 明 下 に
保 持 し 、 所 定 期 間 経 過 後 に 、 ミ ジ ン コ 及 び ／ 又 は イ ト ミ ミ ズ の 生 息 状 態 を 観 察 し 、 該 化 学
的 又 は 物 理 的 刺 激 が 環 境 に 与 え る 影 響 を 評 価 す る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ミ ジ ン コ と イ ト ミ ミ ズ を 含 む 培 養 系 に 関 す る も の で あ る 。 さ ら に 詳 細 に は 、
環 境 保 護 技 術 の 研 究 、 有 害 因 子 や 有 害 物 質 の 生 物 に 対 す る 毒 性 を 長 期 間 曝 露 し て 試 験 す る
の に 有 用 な 培 養 系 、 実 験 系 に 関 す る も の で あ り 、 環 境 科 学 、 農 学 、 生 態 学 に 応 用 し う る 新
規 な 培 養 系 に 関 す る 。 本 発 明 は さ ら に 、 上 記 培 養 系 の 維 持 方 法 、 上 記 培 養 系 を 利 用 し て 被
験 物 質 が 環 境 に 与 え る 影 響 を 評 価 す る 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 工 場 廃 水 な ど に 含 ま れ る 物 質 で 有 害 作 用 が 予 想 さ れ る 産 業 廃 棄 物 を 環 境 中 に 放 出 す る 際
に は 、 環 境 に 及 ぼ す 影 響 を 予 測 す る た め に 生 物 に 対 す る 毒 性 を 試 験 す る 必 要 が あ る 。 こ う
し た 試 験 に は 実 際 に 水 中 で 生 活 す る 生 物 を 用 い た 試 験 が 行 な わ れ て い る 。 OECDに お け る 生
態 影 響 試 験 法 は こ の よ う な 目 的 で 開 発 さ れ た 方 法 で あ り 我 が 国 に お い て も 各 種 有 害 物 質 の
毒 性 を 評 価 す る 方 法 と し て 導 入 が 検 討 さ れ て い る （ 非 特 許 文 献 １ 及 び ２ 参 照 ） 。
　 こ の う ち ミ ジ ン コ 類 急 性 遊 泳 阻 害 試 験 は 、 ミ ジ ン コ が 毒 物 に 対 し て 感 受 性 が 高 い 事 を 利
用 し た 簡 便 な 試 験 法 で あ る た め 、 そ の 試 験 キ ッ ト が 市 販 さ れ て い る 。 こ の 方 法 で 毒 性 試 験
を 行 う と 毒 物 添 加 後 、 24時 間 後 、 48時 間 後 の 観 察 結 果 よ り 毒 性 が 評 価 さ れ る 。 他 に ミ ジ ン
コ 類 繁 殖 試 験 法 が 知 ら れ て い る が 、 こ れ は 親 ミ ジ ン コ の 生 死 と 状 態 お よ び 仔 ミ ジ ン コ の 数
と 状 態 を 観 測 す る 方 法 で 試 験 期 間 は 最 長 21日 で あ る 。
　 し か し 、 上 記 の 方 法 で は ミ ジ ン コ が 数 日 で 死 ぬ よ う な 毒 物 あ る い は 数 週 間 で 影 響 が 現 れ
る 場 合 の み 生 殖 能 力 へ の 影 響 等 が 観 測 さ れ る 。 こ れ に 対 し 短 期 間 の 曝 露 で は 影 響 が 現 れ に
く い 低 濃 度 の 有 害 物 質 あ る い は 低 線 量 の 放 射 線 照 射 の 影 響 、 さ ら に そ れ ら の 影 響 の 世 代 継
承 を 観 測 す る た め に は 、 数 ヶ 月 あ る い は そ れ 以 上 の 期 間 継 続 し て 飼 育 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 OECD GUIDELINES FOR THE TESTING OF CHEMICALS (http://www1.oecd.o
rg/ehs/test/Biotec.htm)
【 非 特 許 文 献 ２ 】 OECD (1999):Environmental Health & Safety News, No.9
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 数 ヶ 月 あ る い は そ れ 以 上 の 期 間 継 続 し て ミ ジ ン コ を 飼 育 す る
こ と が で き る 培 養 系 を 提 供 す る こ と で あ る 。
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 環 境 保 護 技 術 の 研 究 、 有 害 因 子 や 有 害 物 質 の 生 物 に 対 す る 毒 性 を
長 期 間 曝 露 し て 試 験 す る の に 有 用 な 培 養 系 、 実 験 系 を 提 供 す る こ と で あ る 。
　 本 発 明 の さ ら に 他 の 目 的 は 、 環 境 科 学 、 農 学 、 生 態 学 に 応 用 し う る 新 規 な 培 養 系 を 提 供
す る こ と で あ る 。
　 本 発 明 の さ ら に 他 の 目 的 は 、 上 記 培 養 系 の 維 持 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
　 本 発 明 の さ ら に 他 の 目 的 は 、 上 記 培 養 系 を 利 用 し て 化 学 的 及 び ／ 又 は 物 理 的 刺 激 が 環 境
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に 与 え る 影 響 を 評 価 す る 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 以 下 の 培 養 系 、 こ の 培 養 系 の 維 持 方 法 、 及 び こ の 培 養 系 を 利 用 し て 被 験 物 質
が 環 境 に 与 え る 影 響 を 評 価 す る 方 法 を 提 供 す る
１ ． ミ ジ ン コ 、 イ ト ミ ミ ズ 、 動 物 プ ラ ン ク ト ン 及 び ／ 又 は 植 物 プ ラ ン ク ト ン 、 腐 朽 有 機 物
質 及 び 水 を 含 む 培 養 系 。
２ ． 上 記 １ 記 載 の 培 養 系 を 15～ 30℃ で 、 照 明 下 に 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る 培 養 系 の 維 持
方 法 。
３ ． 上 記 １ 記 載 の 培 養 系 に 、 化 学 的 及 び ／ 又 は 物 理 的 刺 激 を 与 え 、 15～ 30℃ で 、 照 明 下 に
保 持 し 、 所 定 期 間 経 過 後 に 、 ミ ジ ン コ 及 び ／ 又 は イ ト ミ ミ ズ の 生 息 状 態 を 観 察 し 、 該 化 学
的 又 は 物 理 的 刺 激 が 環 境 に 与 え る 影 響 を 評 価 す る 方 法 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 水 草 や 魚 類 の 糞 、 プ ラ ン ク ト ン の 死 骸 な ど が 堆 積 し て 形 成 さ れ る 水 槽 の 底 の 沈 殿 物 あ る
い は 腐 朽 有 機 物 質 を 容 器 に 取 り イ ト ミ ミ ズ と ミ ジ ン コ を 入 れ る 。 照 明 下 （ 蛍 光 灯 の よ う な
人 工 照 明 で も 天 然 光 で も 良 い ） で 培 養 す る と 、 イ ト ミ ミ ズ は 沈 殿 物 の 中 に 入 り 、 ミ ジ ン コ
は 沈 殿 物 の 上 の 水 中 で 生 活 す る 。 平 衡 状 態 に 於 い て は 個 体 数 が 極 端 に 増 え る 事 も な く ま た
死 滅 す る 事 も な く 共 存 し 続 け る 。 蒸 発 し た 水 を 補 う と 1年 以 上 同 じ よ う な 状 態 で 両 者 を 観
察 す る 事 が で き る 。
　 こ れ を 各 種 有 害 因 子 や 有 害 物 質 に 曝 露 す る と 培 養 系 の 生 物 群 集 が 死 滅 あ る い は 減 少 す る
な ど の 変 化 を 観 測 す る 事 が で き る 。 同 時 に 培 養 系 内 に お け る 物 質 の 移 行 、 化 学 変 化 や 挙 動
を 長 期 間 、 観 察 す る 事 が で き る 。
　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 培 養 系 は 、 ミ ジ ン コ と イ ト ミ ミ ズ と い う 複 数 の 生 物 を 同 時 に 飼 育
す る 系 で あ る た め 、 長 期 間 生 物 の 群 衆 が 維 持 で き る 。 従 っ て 、 こ の 培 養 系 は 複 数 の 生 物 種
か ら な る 生 物 群 集 を 長 期 間 に わ た り 観 察 す る こ と が 可 能 で あ り 、 従 来 の 培 養 実 験 や 毒 物 曝
露 実 験 で は 知 る 事 が で き な か っ た 有 害 因 子 の 影 響 を 明 ら か に す る こ と が 期 待 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 培 養 系 に 使 用 す る ミ ジ ン コ と し て は 、 ミ ジ ン コ 、 ハ リ ナ ガ ミ ジ ン コ 、 ウ ス カ ワ
ハ リ ナ ガ ミ ジ ン コ 、 カ ブ ト ミ ジ ン コ 、 カ ム リ ハ リ ナ ガ ミ ジ ン コ 、 カ ワ リ ハ リ ナ ガ ミ ジ ン コ
、 オ オ ミ ジ ン コ 、 ア オ ム キ ミ ジ ン コ 、 オ カ メ ミ ジ ン コ 、 ト ゲ オ カ メ ミ ジ ン コ 、 ト ガ リ オ カ
メ ミ ジ ン コ 、 ア ミ メ ネ コ ゼ ミ ジ ン コ 、 キ レ オ ネ コ ゼ ミ ジ ン コ 、 ヒ メ ネ コ ゼ ミ ジ ン コ 、 ネ コ
ゼ ミ ジ ン コ 等 が 挙 げ ら れ る 。
　 ミ ジ ン コ は 通 常 は １ 週 間 に １ 回 程 度 産 卵 ま た は 仔 を 生 み 、 寿 命 は 約 ３ ヶ 月 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 培 養 系 に 使 用 す る イ ト ミ ミ ズ と し て は 、 イ ト ミ ミ ズ 、 ユ リ ミ ミ ズ 、 フ ト ゲ ユ リ
ミ ミ ズ 、 エ ラ ミ ミ ズ 、 ヒ メ イ ト ミ ミ ズ 、 シ ロ イ ト ミ ミ ズ 等 が 挙 げ ら れ る 。
　 イ ト ミ ミ ズ は 培 養 条 件 に 応 じ て 適 時 産 卵 し 徐 々 に 増 殖 す る 。 寿 命 は 通 常 約 ６ ヶ 月 か ら 1
年 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 培 養 系 に 使 用 す る 腐 朽 有 機 物 質 と し て は 、 魚 類 、 例 え ば 、 グ ッ ピ ー 、 金 魚 等 観
賞 魚 飼 育 槽 の 底 に 堆 積 し た 堆 積 物 、 活 性 汚 泥 、 下 水 汚 泥 、 ホ テ イ ア オ イ や ク ロ モ 等 の 水 生
植 物 を 水 中 で 腐 朽 さ せ た も の 等 が 挙 げ ら れ る 。 必 要 に よ り 、 鶏 糞 等 を 添 加 し て 窒 素 、 リ ン
を 補 給 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 培 養 系 を 構 成 す る に は 、 水 （ 水 道 水 を 使 用 す る 場 合 に は １ 日 程 度 放 置 し て 塩 素 を 除 去 し
た も の ） に 対 し て 培 養 系 の 規 模 が 5リ ッ ト ル 程 度 の 量 で あ れ ば 腐 朽 有 機 物 質 を 乾 燥 質 量 で 0
.2～ 1.0質 量 ％ 程 度 （ 腐 朽 有 機 物 質 及 び 水 槽 沈 殿 物 の 水 分 含 有 率 は 約 98%で あ る ） 加 え 、 こ
れ に イ ト ミ ミ ズ を 20～ 30匹 と ミ ジ ン コ を 20～ 30匹 入 れ 、 15～ 30℃ 、 好 ま し く は 22～ 24℃ の
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照 明 下 で 維 持 す れ ば 良 い 。 照 明 と し て は 人 工 照 明 で も 天 然 光 で も よ く 、 例 え ば 、 家 庭 用 の
蛍 光 灯 １ 本 で も 十 分 で あ る 。 照 度 は 2000～ 50000ル ッ ク ス 、 好 ま し く は 3000～ 5000ル ッ ク
ス 程 度 が 適 当 で あ る 。 環 境 に よ っ て は 2000ル ッ ク ス 以 下 、 又 は 50000ル ッ ク ス 以 上 で も 生
物 を 生 存 さ せ る こ と が で き る 。 照 明 は 昼 夜 連 続 で も 良 い が 、 夜 間 は 消 灯 し て 昼 夜 の サ イ ク
ル が あ る ほ う が 望 ま し い 。 し か し 、 直 射 日 光 に よ る 照 射 は 一 般 に 避 け た 方 が 良 い 。
　 こ の よ う な 条 件 下 で 約 1ヶ 月 か ら 6ヶ 月 培 養 す る と 最 初 に ミ ジ ン コ の 個 体 数 が 増 加 し て 平
衡 に 達 す る 。 続 い て イ ト ミ ミ ズ の 個 体 数 が ほ ぼ 一 定 に な る が ミ ジ ン コ と 比 較 し て 長 期 間 を
要 す る 。 通 常 は 上 に 述 べ た よ う な 5リ ッ ト ル 程 度 の 量 で あ れ ば 平 衡 状 態 に 於 い て は イ ト ミ
ミ ズ 200～ 500匹 、 ミ ジ ン コ 300～ 1000匹 の 培 養 系 が 確 立 す る 。 こ の 場 合 ミ ジ ン コ は 1ヶ 月 以
内 に ほ ぼ 一 定 数 に 達 す る が イ ト ミ ミ ズ は 数 ヶ 月 の 期 間 徐 々 に 増 殖 す る 。 た だ し 、 照 明 が ミ
ジ ン コ に 与 え る 影 響 は 培 養 系 の 水 深 及 び 水 の 透 明 度 に 依 存 し 、 イ ト ミ ミ ズ に 与 え る 影 響 は
さ ら に 水 槽 底 の 堆 積 物 の 厚 さ に も 依 存 す る 。 従 っ て 所 定 の 培 養 系 の も と で 培 養 を 開 始 す る
と 、 し ば ら く は 生 物 を 観 察 し 、 平 衡 状 態 に 達 し な い よ う で あ れ ば 照 度 を 調 整 す る こ と で 環
境 を 整 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 培 養 系 を 維 持 す る に は 、 培 養 系 を 空 気 に 開 放 し 、 自 然 蒸 発 に よ り 減 少 す る 水 分 を 適 宜 補
充 し 、 適 当 な 照 明 下 で 上 記 温 度 に 保 持 す れ ば 良 い 。 上 記 温 度 よ り 低 く て も 、 短 期 間 で あ れ
ば 培 養 系 の 維 持 に 支 障 な い 。
　 本 発 明 の 培 養 系 で は 、 有 機 腐 朽 物 質 を 栄 養 源 と し て 動 植 物 プ ラ ン ク ト ン が 生 育 し 、 こ れ
を ミ ジ ン コ が 摂 取 し て 増 殖 し 、 ミ ジ ン コ あ る い は 他 の プ ラ ン ク ト ン の 死 骸 を イ ト ミ ミ ズ が
摂 取 し て 増 殖 し 、 イ ト ミ ミ ズ の 排 泄 物 や 死 骸 が 有 機 腐 朽 物 質 の 一 部 と な っ て 、 動 植 物 プ ラ
ン ク ト ン が 生 育 す る と い う 生 態 系 が 循 環 し て い る も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は ま た 、 上 記 培 養 系 に 、 化 学 的 及 び ／ 又 は 物 理 的 刺 激 を 与 え 、 15～ 30℃ で 、 照 明
下 に 保 持 し 、 所 定 期 間 経 過 後 に 、 ミ ジ ン コ 及 び ／ 又 は イ ト ミ ミ ズ の 生 息 状 態 を 観 察 し 、 該
化 学 的 又 は 物 理 的 刺 激 が 環 境 に 与 え る 影 響 を 評 価 す る 方 法 を 提 供 す る も の で あ る 。
　 化 学 的 及 び ／ 又 は 物 理 的 刺 激 の 例 と し て は 、 各 種 有 害 因 子 、 例 え ば 、 放 射 線 、 紫 外 線 、
電 磁 波 、 や 有 害 物 質 、 例 え ば 、 環 境 攪 乱 物 質 、 重 金 属 、 農 薬 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ３ 】

　 以 下 実 施 例 を 示 し 本 発 明 を さ ら に 具 体 的 に 説 明 す る 。
　 水 槽 で グ ッ ピ ー 等 の 魚 類 を 飼 育 し た 際 に 底 に 堆 積 し て く る 堆 積 物 を 採 取 し た 。 こ れ は 魚
類 の 糞 や 水 中 に 繁 殖 し た プ ラ ン ク ト ン の 死 骸 が 堆 積 し た も の で あ る 。 こ の 堆 積 物 自 体 が 培
養 系 内 の 分 解 者 で あ る バ ク テ リ ア あ る い は イ ト ミ ミ ズ の 棲 家 と な る 。 直 径 60ｍ ｍ 深 さ 40ｍ
ｍ の 円 筒 形 容 器 に 70ｍ ｌ の 培 地 （ 水 70ｍ ｌ に 堆 積 物 0.4ｇ 乾 燥 重 量 で 含 む ） を 入 れ た 。 こ
れ に オ オ ミ ジ ン コ 10匹 と イ ト ミ ミ ズ 10匹 を 入 れ 、 22℃ で 蛍 光 灯 の 照 明 下 （ 4000ル ッ ク ス ）
、 培 養 を 行 っ た 。 空 気 に 開 放 し て 約 １ ヶ 月 間 培 養 す る と 、 オ オ ミ ジ ン コ は 約 20匹 に 増 殖 し
ほ ぼ 平 衡 に 達 し た 。 イ ト ミ ミ ズ は こ の 期 間 で は 個 体 数 が 変 化 し な か っ た 。 こ の 培 養 系 は 、
自 然 蒸 発 に よ り 減 少 す る 水 分 を 適 宜 補 充 す る だ け で オ オ ミ ジ ン コ と イ ト ミ ミ ズ が 徐 々 に 世
代 交 代 し な が ら 長 期 間 維 持 さ れ る 。 培 養 系 を 攪 拌 す る 必 要 は な い 。 こ れ ま で の 実 験 で は 培
養 液 が 5リ ッ ト ル の 場 合 少 な く と も ４ 年 は 培 養 系 が 維 持 さ れ て い る 。
　 上 記 培 養 系 に お い て 、 100ｍ ｌ 以 下 の 培 養 系 で は オ オ ミ ジ ン コ あ る い は イ ト ミ ミ ズ の み
を 入 れ て 培 養 す る と い ず れ の 場 合 も 数 ヶ 月 で 死 滅 し た 。 5リ ッ ト ル 程 度 の 規 模 で は 100ｍ ｌ
よ り も 長 期 間 生 存 す る 事 が あ る が 1年 に 達 す る こ と は な か っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】

　 オ オ ミ ジ ン コ と イ ト ミ ミ ズ を 使 用 し た 本 発 明 の 培 養 系 （ 70ｍ ｌ ） に 放 射 線 を 照 射 す る と
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オ オ ミ ジ ン コ は 1000Gyで 約 ２ 日 以 内 に 全 て の 個 体 が 死 滅 し た 。 500Gy及 び 300Gyで は 一 部 分
生 存 す る が 仔 を 産 ま な く な り 消 滅 し た 。 し か し 200Gy及 び 100Gy照 射 で は 仔 を 産 む 数 が 減 少
し 、 オ オ ミ ジ ン コ 全 個 体 数 の 減 少 が 観 察 さ れ た が 死 滅 す る 事 は な か っ た 。 こ う し た 個 体 数
の 少 な い 状 態 は し ば ら く 続 く も の の 次 第 に 回 復 し 、 培 養 系 内 の オ オ ミ ジ ン コ の 数 は 100Gy
で は ２ ヶ 月 位 の 間 に 放 射 線 照 射 以 前 の 状 態 と ほ ぼ 同 様 に 回 復 し 、 200Gyで は 3ヶ 月 経 過 す る
と 放 射 線 照 射 以 前 の 状 態 と ほ ぼ 同 様 に 回 復 し た 。
　 な お 上 記 照 射 線 量 の う ち 、 200Gy及 び 100Gy照 射 で は イ ト ミ ミ ズ の 死 滅 は 認 め ら れ な か っ
た 。
【 ０ ０ １ ５ 】

　 小 分 け し た 培 養 系 を 輸 送 す る 事 を 想 定 し た 環 境 下 で 以 下 の よ う な 実 験 も 行 っ た 。
　 ２ リ ッ ト ル の ペ ッ ト ボ ト ル に 本 培 養 系 を 500ｍ ｌ 入 れ 、 残 り の 空 間 を 酸 素 ガ ス で 置 換 し
て 密 閉 し た 。 こ れ を 光 が 入 ら な い よ う に 黒 色 フ ィ ル ム で 包 み 段 ボ ー ル 箱 に 入 れ て 自 動 車 の
ト ラ ン ク に 5日 間 放 置 し た 。 そ の 結 果 、 振 動 す る 条 件 で 、 外 気 温 １ １ ℃ か ら ２
０ ℃ の 間 で 変 化 す る 環 境 下 に お い て も ミ ジ ン コ と イ ト ミ ミ ズ は 死 な な か っ た 。 そ の 後 こ れ
を 明 る い 条 件 下 （ 1日 14時 間  3000～ 5000ル ッ ク ス ） に 出 せ ば 生 き 続 け る こ と が わ か っ た 。
上 記 密 閉 状 態 で 3000～ 5000ル ッ ク ス の 光 が 当 た り 22～ 24℃ の 環 境 条 件 下 で は ２ ヶ 月 位 の 期
間 ミ ジ ン コ と イ ト ミ ミ ズ が 生 き 続 け た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 培 養 系 を 種 々 の 条 件 下 で 観 察 す る と 、 沈 殿 物 の 上 の 水 層 が １ ｃ ｍ く ら い で あ れ ば 20
00ル ッ ク ス 以 下 で も 生 物 が 生 存 可 能 で あ る が ミ ジ ン コ の 数 が 徐 々 に 少 な く な る 傾 向 が あ る
。 一 方 で 、 が １ ０ ｃ ｍ 位 あ る と 温 室 の 天 然 光 で ミ ジ ン コ の 数 が 維 持 さ れ
る 。 温 室 内 が 直 射 日 光 で 高 温 に な ら な け れ ば 、 10000ル ッ ク ス 以 上 で 生 存 可 能 で あ る 。 沈
殿 物 を 増 量 す る と さ ら に 効 果 が あ り 、 室 温 変 動 幅 １ ５ ℃ か ら ３ ０ ℃ 、 且 つ 昼 間 の 天 然 光 が
10000～ 50000ル ッ ク ス の 照 度 の 環 境 に お い て 、 ８ ヶ 月 位 の 期 間 は ミ ジ ン コ と イ ト ミ ミ ズ が
生 き 続 け た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 に 述 べ た よ う に 本 発 明 は 実 際 の 環 境 を 模 擬 し た 小 規 模 生 物 群 集 を ミ ジ ン コ と イ ト ミ ミ
ズ を 用 い て 作 っ た も の で あ る 。 こ れ ら の 生 物 が 容 器 中 で 世 代 交 代 を す る た め に 各 種 負 荷 に
対 す る そ の 後 の 変 化 を 継 続 し て 観 察 す る こ と が 可 能 で あ る 。 従 来 の 技 術 で は 負 荷 に よ る 生
物 の 死 亡 率 を 影 響 の 指 標 に し て き た が 本 発 明 は 死 亡 率 の ほ か に 世 代 交 代 に 及 ぼ す 影 響 や 物
質 の 挙 動 、 化 学 変 化 、 生 物 群 集 の 回 復 過 程 な ど を 知 る た め に 応 用 す る 事 が で き る 。
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